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飲み込み型デバイス
特定箇所で固定可能な電池不要のデバイス

消化器系のセンシング、統合治療も可能

体内で検査や治療を行う飲み込み型デバイスの開発が進められている。
飲み込み型デバイスは、小型で電源容量に限りがあるため長時間駆動や
機能搭載に限界があった。また、従来のデバイスは小腸などの消化器系の
運動によって移動するため、一定の箇所で長時間計測や投薬等の機能を
果たすことが困難であった。
本発明の飲み込み型デバイスは、飲み込み時は小さく折り畳んだ状態
で包埋され、特定箇所で拡張して器官内に固定される、コイル配線を有
したリング形状のデバイスである。拡張してコイル径が大きくなるため、体外
のコイルとの誘電結合によって効率的なワイヤレス給電が可能となる。また、
コイル拡張時に消化器官内の特定の場所にデバイスが固定されるため、
時間変化の計測や、適切な場所・時間での投薬が可能である。

概要

 消化器系の診断、治療
 ヘルスケアデバイス（腸活など）
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図：本発明の飲み込み型デバイス

配線を有したコイルが折り畳まれ、特定の環境
（ｐHなど）で溶解される材料でコイルを包埋

■コイル配線を有した自己拡張リング（外径35mm）

■体内に取り込まれ、腸で拡張し固定されるまでのイメージ

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html?anken=T25-061
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